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令和７年第４回（12月） 佐々町議会定例会 会議録 （３日目） 

１． 招集年月日 令和７年12月17日（水曜日） 午前10時00分 

２． 場 所 佐々町役場 ３階 議場 

３． 開 議 令和７年12月19日（金曜日） 午前10時00分 

４． 出席議員（10名） 

議席番号 氏  名 議席番号 氏  名 議席番号 氏  名 

１ 須 藤 敏 規 君 ２ 棚 橋 優 汰 君 ３ 黒 田 龍 之 介 君 

４ 井 上 智 恵 美 君 ５ 中 川 由 美 恵 君 ６ 山 之 内 英 樹 君 

７ 横 田 博 茂 君 ８ 永 田 勝 美 君 ９ 長 谷 川 忠 君 

10 川 副  剛 君     

５． 欠席議員（なし） 

６． 法第121条による説明のための出席者職氏名 

職  名 氏  名 職  名 氏  名 職  名 氏  名 

町 長 濵 野  亙 君 副 町 長 濱 田 能 久 君 教 育 長 富 野  毅 君 

総 務 理 事 兼 
庁舎建設室長 

大 平 弘 明 君 総 務 課 長 落 合 健 治 君 税 財 政 課 長 藤 永 大 治 君 

住民福祉課長 松 本 典 子 君 保険環境課長 宮 原 良 之 君 
多世代包括支援
セ ン タ ー 長 

松 尾 直 美 君 

企画商工課長 中 道 隆 介 君 建 設 課 長 上野靖一郎君 農林水産課長 金 子  剛 君 

水 道 課 長 安 達 伸 男 君 会 計 管 理 者 藤 永 尊 生 君 教 育 次 長 井 手 守 道 君 

農業委員会事務局長 作 永 善 則 君     

７． 職務のための出席者職氏名 

職  名 氏   名 職  名 氏   名 

議 会 事 務 局 長 荒 木 洋 介 君 議会事務局書記 山 下  慶 君 

８． 本日の会議に付した案件 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

  日程第２ 議案第74号 令和７年度 佐々町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

  日程第３ 議案第75号 令和７年度 佐々町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

  日程第４ 議案第76号 令和７年度 佐々町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

  日程第５ 議案第77号 令和７年度 佐々町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第２号） 

  日程第６ 議案第78号 令和７年度 佐々町水道事業会計補正予算（第２号） 
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  日程第７ 議案第79号 令和７年度 佐々町公共下水道事業会計補正予算（第３号） 

  日程第８ 発議第10号 議員の派遣について 

  日程第９ 請願第１号 物価上昇に見合う老齢基礎年金等の支給額の改善についての請願 

  日程第10 閉会中の委員会継続調査 

  閉会 

 

９．審議の経過 

（10時00分  開議） 

 

― 開議 ― 

 

議  長（川副 剛 君）   

 皆さん、おはようございます。 

 本日は、令和７年12月第４回佐々町議会定例会の本会議の３日目です。 

 本日の出席議員は全員出席です。 

 これから本日の会議を開きます。 

 

― 日程第１ 会議録署名議員の指名 ― 

 

議  長（川副 剛 君） 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則の規定により、７番、横田博茂君、８番、永田勝美君を

指名します。 

 これから議案の上程を行います。質疑、討論、採決の順で進めていきます。 

 

― 日程第２ 議案第74号 令和７年度 佐々町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）― 

 

議  長（川副 剛 君）  

日程第２、議案第74号 令和７年度佐々町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）を議題と

します。 

 執行の説明を求めます。 

 町長。 

 

町  長（濵野 亙 君）   

皆さん、おはようございます。 

 

 （議案第74号 朗読） 

 

 ２ページ以降は、保険環境課長をもって説明をさせます。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 保険環境課長。 

 

保険環境課長（宮原 良之 君）   

 それでは、２ページをお願いいたします。 
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 第１表歳入歳出予算補正。 

歳入。３款国庫支出金、補正額、減額275万円、計495万円。１項国庫補助金、補正額、計と

もに同額です。 

 ４款県支出金、補正額6,403万4,000円、計10億9,478万8,000円。１項県補助金、補正額、計

ともに同額です。 

 ５款財産収入、補正額６万4,000円、計15万8,000円。１項財産運用収入、補正額、計ともに

同額です。 

 ６款繰入金、補正額、減額128万6,000円、計１億5,284万8,000円。１項他会計繰入金、補正

額、計ともに同額です。 

 ８款諸収入、補正額35万円、計48万8,000円。３項雑入、補正額35万円、計48万6,000円。 

 歳入合計、補正額6,041万2,000円、計14億6,856万8,000円。 

 次のページをお願いいたします。 

 歳出。１款総務費、補正額、減額336万5,000円、計1,329万1,000円。１項総務管理費、減額

316万7,000円、計980万4,000円。２項徴税費、補正額、減額19万8,000円、計331万2,000円。 

 ２款保険給付費、補正額6,829万7,000円、計10億6,112万4,000円。１項療養諸費、補正額4,624

万3,000円、計９億423万円。２項高額療養費、補正額2,205万4,000円、計１億4,878万9,000円。 

 ４款保健事業費、補正額、減額468万4,000円、計1,910万3,000円。１項保健事業費、補正額、

計ともに同額です。 

 ５款基金積立金、補正額６万4,000円、計442万2,000円。１項基金積立金、補正額、計ともに

同額です。 

 ７款諸支出金、補正額10万3,000円、計526万3,000円。１項償還金及び還付加算金、補正額、

計ともに同額です。 

 ８款予備費、補正額、減額3,000円、計192万2,000円。１項予備費、補正額、計ともに同額で

す。 

 歳出合計、補正額6,041万2,000円、計14億6,856万8,000円。 

 次の４ページをお願いいたします。 

 歳入歳出補正予算事項別明細書、１、総括につきましては、朗読説明を割愛させていただき

ます。 

 次の５ページをお願いいたします。 

 歳入予算になります。３款１項１目の子ども・子育て支援事業費補助金でございます。 

 令和８年度から始まります、子ども・子育て支援制度に向けた、システム改修の業務委託料

に充当するものでございまして、10分の10の補助になっております。 

 歳出予算の委託料のほうも減額しておりますけども、補助金の減額補正額よりも大きい額の

ほうを歳出予算のほうでは減額させていただいております。歳入予算のほうは、国の補助金の

交付決定額に応じた減額をしておりますが、歳出予算のほうは、実際にかかる費用のほうが国

の交付決定後に減額が生じるということで分かったことで、歳出補正額のほうが大きくなって

おります。この差額のほうが44万5,000円ございますが、この分については、来年度予算化しま

して返還するというような手続になっております。 

 次に、その下の４款１項１目保険給付費等交付金の普通交付金6,794万5,000円でございます

が、これが保険給付に応じて県が交付するものになっております。 

 今年度の保険給付費、２月から８月診療分になりますが、これが当初の見込みよりも伸びて

きておりまして、今年度中の支払いに今後不足が生じる見込みがあるため、今回、歳出予算の

補正を行い、同額を普通交付金ということで補正計上をしたものになります。 

 その下の特別交付金につきましては、特定健診、それから保健事業の今年度の実績見込みに

伴います減額に伴って、減額をさせていただいております。 
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 それから、７ページをお願いいたします。 

 第三者納付金ということで、今回35万円を計上させていただいております。第三者納付金と

いいますのが、通常の病気やけがではなく、交通事故や傷害といった第三者の行為に伴って生

じたけが等を治療するものでございまして、この分が２件ほど給付額が確定したということで

求償事務を行い、その分の歳入予算を今回補正計上させていただいております。 

 次の10ページをお願いいたします。 

 ２款２項１目高額療養費、すみません、９ページをお願いいたします。９ページから10ペー

ジにかけてでございますが、先ほど普通交付金のほうで御説明しました、給付費の伸びという

ことで、療養給付費のほうでは4,608万4,000円、療養費のほうでは15万9,000円、それから10ペ

ージになりますが、高額療養費ということで2,205万4,000円を補正計上させていただいており

ます。 

 それから、４款１項１目につきましては、人事院勧告分の補正をさせていただくとともに、

特別交付金のところの減額のほうをさせていただいた分の関係の費用を計上させていただい

ております。 

 説明については以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑のあられる方。 

 ８番。 

 

８  番（永田 勝美 君）   

 今回の補正は、療養給付費の見込みが急増しているということで、それに伴う補正というこ

とが主なものかというふうに思いますが、その療養給付費の伸びの内容です。 

 要するに傾向として、この間、療養給付費の伸びが急激に高くなっている年が何回かありま

すよね。それで、療養給付費が上がるということは、その分、保険規模が膨らんでくるという

ことですから、全体としては非常に重要だと思いますし、その伸びを抑えるための対策という

のは、いわゆる受診抑制とかではなくて、病気の予防等も含めた対応というのが非常に求めら

れていくのかなというふうに思うんですけれども、一方で、その保健活動費といいますか、い

わゆる予防活動のための予算というのは、やや減額されているような感じもするんですけれど

も、そういう点で、今回の伸びの内容について、分かる範囲でお答えいただきたいことと、そ

れに対する対応等もあれば伺いたいと思います。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 保険環境課長。 

 

保険環境課長（宮原 良之 君）   

 御質問がありました、保険給付費の伸びの要因についてから御説明いたします。 

 今年度と昨年度、令和６年度との比較のほうを行いまして、特筆する点といたしまして、特

定個人の方の疾病に伴うものと思われるんですけれども、心臓弁膜症に伴う給付額のほうが大

きくなっております。 

 それから、骨折に伴う給付額、これが大きくなっておりまして、昨年度の上位５疾患にない

項目が、心臓弁膜症、骨折ということで今年度入ってきておりまして、この分の給付額が大き

くなっているというような状況が見られました。 

 保健事業関係の減額のところについてなんですけれども、特定健診の未受診者対策事業を本
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町のほうでも行っておるんですけれども、当初予定しておりました業務の一部が県事業となり

ましたことで、その分の事業費の減額をさせていただいております。 

 なおかつ集団健診のほうが、今年度終了いたしましたので、その実績に伴う減額というのを

今回させていただいたものになります。 

 以上でございます。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 ８番。 

 

８  番（永田 勝美 君）   

 心臓疾患の関係は、専門家の、いわゆる医療供給体制のほうの充実も合わさって、心臓疾患

関係の支出というのが、この間ずっと増えているような傾向にあるのかなというふうに思うん

ですけれども、そういう点で、一方で、いわゆる心疾患の予防だとかという点では、様々な、

今年は例えば高血圧の基準が引き下げられたりということで、様々なことが起きていますよね。

そういう点で、いわゆる疾病予防の観点からの取組というのは、どういうふうにされているの

かな。これは、多世代包括支援センターでも構わないのですけれども、お答えいただければと

思います。 

 例えば少し前に、これは別なんですけれども、例えば糖尿病疾患が悪化すると透析患者が増

えるというような流れがありますよね。ですから、医療費抑制のためということではないので

すけれども、医療費抑制のためにも、やはり、ためだけということではなく、ためにも、やっ

ぱりそうした疾患の予防というのは極めて重要かなというふうに思っておりまして、そういっ

た取組というのはやっぱり求められるのではないかと思うんですが、検討されているところが

あれば伺いたいと思います。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 多世代包括支援センター長。 

 

多世代包括支援センター長（松尾 直美 君）   

 通常、いろいろな形で生活習慣病等々で行っている教室等実施しております。実際に、多く

にはその特定健診、住民健診、がん検診等を受けていただき、早期発見、早期治療につなげる

というところを第一線としておりますけども、当町の場合、高血圧、糖尿病のほうが多いとい

うことの実態はありますので、それを踏まえた予防教室、また研修等を盛り込み、健康づくり

に努めていきたいというふうに取り組んでおります。 

 以上です。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 ８番。 

 

８  番（永田 勝美 君）   

 近年、脳卒中だとか、あるいは糖尿病なんかも含めてそうなんですけども、コロナ禍以降、

いわゆる疾患の低年齢化というのがよく言われていますよね。 

 そういう点では、例えば脳卒中だとかというのも、高齢の方だけの病気でなくなってきてい

ると。そういうのに伴って、高血圧学会も血圧の基準を、高血圧の基準130以上というふうに定

めましたよね。そういった意味では、新たな健康管理のステージに入ってきているのではない

かなというふうに思いますので、ぜひとも、医療費抑制の観点からも、もちろん健康増進とい
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う観点からも、新たな企画については、ぜひ積極的な取組を期待したいというふうに申し上げ

ておきたいと思います。 

 以上です。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 ほか、質疑ありますでしょうか。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 討論を終わります。 

 これから採決を行います。議案第74号 令和７年度佐々町国民健康保険特別会計補正予算（第

２号）は、原案のとおり可決することに異議ありませんか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 

 

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

― 日程第３ 議案第75号 令和７年度 佐々町介護保険特別会計補正予算（第２号）― 

 

議  長（川副 剛 君） 

 日程第３、議案第75号 令和７年度佐々町介護保険特別会計補正予算（第２号）を議題としま

す。 

 執行の説明を求めます。 

 町長。 

 

町  長（濵野 亙 君）   

 

 （議案第75号 朗読） 

 

 ２ページからは、住民福祉課長をもって説明をさせます。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 住民福祉課長。 

 

住民福祉課長（松本 典子 君）   

 ２ページをお願いいたします。 

 第１表歳入歳出予算補正（保険事業勘定）。 

歳入。３款国庫支出金、補正額、減額６万2,000円、計３億1,094万1,000円。２項国庫補助金、

補正額、減額６万2,000円、計7,069万3,000円。 

 ４款支払基金交付金、補正額、減額36万円、計３億6,717万4,000円。１項支払基金交付金、
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補正額、計とも同額です。 

 ５款県支出金、補正額、減額12万4,000円、計２億470万7,000円。２項県補助金、補正額、減

額12万4,000円、計627万9,000円。 

 ６款繰入金、補正額、減額264万7,000円、計２億5,080万9,000円。１項一般会計繰入金、補

正額、減額264万7,000円、計２億2,950万9,000円。 

 ８款諸収入、補正額、減額８万3,000円、計1,276万7,000円。３項雑入、補正額、減額８万3,000

円、計1,276万4,000円。 

 ９款財産収入、補正額、減額8,000円、計13万2,000円。１項財産運用収入、補正額、計とも

同額です。 

 歳入合計、補正額、減額328万4,000円、計14億5,614万9,000円。 

 次のページをお願いいたします。 

歳出です。１款総務費、補正額、減額246万7,000円、計2,761万8,000円。１項総務管理費、

補正額107万3,000円、計1,135万7,000円。３項介護認定審査会費、補正額、減額354万円、計1,505

万1,000円。 

 ４款基金積立金、補正額、減額8,000円、計2,719万7,000円。１項基金積立金、補正額、計と

も同額です。 

 ５款地域支援事業費、補正額、減額80万4,000円、計4,874万4,000円。１項介護予防・生活支

援サービス事業費、補正額、減額56万2,000円、計777万1,000円。２項一般介護予防事業費、補

正額、減額46万8,000円、計1,492万3,000円。３項包括的支援事業・任意事業費、補正額22万6,000

円、計2,605万円。 

 ８款予備費、補正額、減額5,000円、計178万2,000円。１項予備費、補正額、計とも同額です。 

 歳出合計、補正額、減額328万4,000円、計14億5,614万9,000円。 

 次のページをお願いいたします。 

 第１表歳入歳出予算補正（サービス事業勘定）。 

歳入。補正額ゼロ、計223万7,000円。 

 歳出。１款事業費、補正額５万5,000円、計184万円。１項包括的支援事業費、補正額、計と

も同額です。 

 ２款予備費、補正額、減額５万5,000円、計39万7,000円。１項予備費、補正額、計とも同額

です。 

 歳出合計、補正額ゼロ、計223万7,000円。 

 次のページをお願いいたします。 

 歳入歳出補正予算事項別明細書（保険事業勘定）、１、総括につきましては、説明を割愛させ

ていただきます。 

 続いて、15ページを御覧ください。 

 歳入歳出補正予算事項別明細書（サービス事業勘定）、１、総括につきましても、説明を割愛

させていただきます。 

 今回の補正の主なものは、人事院勧告に伴う補正と決算を見込んだ補正を計上しております。 

 歳入の主なものとしましては、６ページを御覧ください。 

 ６ページ、３款国庫支出金６目介護保険事業費補助金44万6,000円、こちら、歳出のほうでも

説明いたしますが、介護保険システム改修に係る費用の国の２分の１の補助となります。基準

額は、89万2,000円となっております。 

 続いて歳出です。９ページを御覧ください。 

 １款総務費１目の一般管理費、12節委託料、介護保険システム改修業務委託料89万4,000円で

す。 

 今回のシステム改修は、令和７年度の税制改正に係る給与所得控除の引上げに伴うものとな
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ります。令和７年度税制改正に係る個人住民税に係る給与所得控除の最低保証額の引上げが、

55万円から65万円、10万円に引き上げられました。それに伴い、介護保険制度においては、保

険料段階を住民税の課税状況や合計所得金額に基づいて設定しているため、保険料段階に差が

ある方が生じてきます。 

 介護保険料は、３年単位の計画期間で設定しているため、保険者の想定しない保険料の収入

不足を防ぐ観点から、令和８年度の介護保険料に限り、給与所得控除の最低保証額の引上げの

影響を避け、従前の控除額で保険料を算定するため、今回システム改修となります。 

 介護保険につきましての説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑のあられる方。 

 ８番。 

 

８  番（永田 勝美 君）   

 今、説明がありました９ページです。９ページの介護認定支援システム標準化移行業務委託

料ということで、これは減額なんですけども、減額されたということなんですが、私がお伺い

したいのは、この財源が特定財源、その他というふうになっておりますが、これは、いわゆる

保険財政からの支出ということになるのでしょうか。いわゆる直接的に言えば、保険料に直結

する保険財政からの支出ということになるんですか。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 住民福祉課長。 

 

住民福祉課長（松本 典子 君）   

 この件につきましては、財源につきましては、歳入のほうの繰入金のほうになります。その

他一般会計繰入金ということで、こちらの認定事務費繰入金、こちらのほうを減額しておりま

すので、こちらの、（永田議員「何ページですか。」）すみません。歳入の８ページになります。 

 ８ページの６款繰入金４目その他一般会計繰入金です。こちらのほうの認定事務費繰入金を

減額しておりますので、こちらになります。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 ８番。 

 

８  番（永田 勝美 君）   

 確認ですが、ここでいう一般財源というのは、その保険財源ということで理解すればいいわ

けですか。介護保険財政の一般財源という意味で、いわゆる一般財源からの投入分はその他と

いうことになるという区分でいいわけですね。分かりました。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 ほか、質疑のあられる方。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 これで質疑を終わります。 
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 これから討論を行います。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 これから採決を行います。議案第75号 令和７年度佐々町介護保険特別会計補正予算（第２号）

は、原案のとおり可決することに異議ありませんか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 

 

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

― 日程第４ 議案第76号 令和７年度 佐々町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）― 

 

議  長（川副 剛 君） 

 日程第４、議案第76号 令和７年度佐々町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）を議題

とします。 

 執行の説明を求めます。 

 町長。 

 

町  長（濵野 亙 君）   

 

 （議案第76号 朗読） 

 

 ２ページ以降は、保険環境課長をもって説明をさせます。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 保険環境課長。 

 

保険環境課長（宮原 良之 君）   

 ２ページをお願いいたします。 

 第１表歳入歳出予算補正。 

歳入。１款後期高齢者医療保険料、補正額711万円、計１億6,610万8,000円。１項後期高齢者

医療保険料、補正額、計ともに同額です。 

 ３款国庫支出金、補正額、減額99万円、計231万円。１項国庫補助金、補正額、計ともに同額

です。 

 ４款繰入金、補正額、減額122万4,000円、計5,837万円。１項一般会計繰入金、補正額、計と

もに同額です。 

 歳入合計、補正額489万6,000円、計２億2,725万1,000円。 

 その下、歳出です。１款総務費、補正額、減額99万円、計400万8,000円。１項総務管理費、

補正額、減額99万円、計333万6,000円。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、補正額588万6,000円、計２億2,308万円。１項後期高齢

者医療広域連合納付金、補正額、計ともに同額です。 

 歳出合計、補正額489万6,000円、計２億2,725万1,000円。 

 次の３ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書、１、総括については朗読を割愛させていた

だきます。 
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 ４ページが歳入予算、５ページが歳出予算となっておりますが、総括して御説明させていた

だきます。 

 今年度の後期高齢者医療の保険料が、当初の見込みよりも伸びております。この影響といた

しましては、令和６年度の年金改定が影響しているものと考えておりまして、年金の改定率が

2.7％上がったことによる年金所得の増、それから賃上げ等による給与所得の増が影響してい

るものというふうに分析しております。 

 これに伴いまして、特別徴収保険料、普通徴収保険料がございますが、それぞれに増額の補

正のほうを今回させていただきまして、こちらの分の納付金のほうも、歳出予算のほうで増額

補正させていただいているということになります。 

 それから、３款１項１目のほうで、子ども・子育て支援事業費補助金ということで計上させ

ていただいておりますが、これも国のシステムの仕様の確定に伴いまして、減額のほうを今回

させていただいたものになります。併せて、歳出予算のほうでも減額のほうをさせていただい

ております。 

 ４款１項１目の保険基盤安定繰入金につきましては、10月31日の算定、今年度負担額の確定

に伴います補正のほうを、今回させていただいたものになります。 

 説明については以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 ８番。 

 

８  番（永田 勝美 君）   

 歳入の保険料が増加したという説明でありました。４ページにあります、特別徴収保険料と

普通徴収保険料の補正額が、特別徴収のほうが多いということになっていますが、この内容に

ついて少し説明いただけますか。どういう対象の方からの保険料なのかということを説明して

ください。 

 区分だけですよ。区分の違いについて説明してください。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 保険環境課長。 

 

保険環境課長（宮原 良之 君）   

 特別徴収に該当される方なんですけども、後期の保険料額が、年金の支給総額の２分の１を

超えない方が対象になっていたというふうに思っております。よろしくお願いします。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 ８番。 

 

８  番（永田 勝美 君）   

 すみません、要は、その特別徴収の分が、ほとんど年金からの天引きということになるとい

うことなので、そういう点でいうと、年金は上がったけども後期高齢者医療保険料というのが、

やはり、かなりの負担になったんだなという、いわゆる町民の側からすれば、そういう見方に

なるなということなんです。 

 一方で、要するに、その保険料での収入も増えている中で、全体としては、やはり後期高齢
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者医療の財政というのは、保険財政というのは非常に厳しくなっているというふうに言われて

いますが、それはどういうふうに理解したらいいんでしょうか。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 保険環境課長。 

 

保険環境課長（宮原 良之 君）   

 後期高齢者医療制度についても、団塊の世代の加入に伴う被保険者数の増加、それに伴う保

険給付費の増加というような問題を抱えております。 

 これは、国民健康保険についても同様でございますが、所得の低い方が多いと、そういった

中で給付のほうが多いというような中で、そこに被保険者の方にも保険料を負担していただく

んですけども、支援金という形で現役世代の皆さんからも、その保険給付に係る費用等を、支

援金という形でいただくというような財政構想になっております。 

 そういった中で、保険料の負担比率も後期高齢者のほうが、国民健康保険について高いとい

うような現状がございまして、国民健康保険の際にも少しお話をさせていただいたことがある

かと思うんですけども、健康保険制度自体を全体的な見直しというようなことを、全国知事会

等でもお話のほうが出ておりますので、健康保険制度自体の見直し、全体的な見直しという中

に、後期高齢者医療の見直しも今後入ってくるのではないかというように考えております。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 ８番。 

 

８  番（永田 勝美 君）   

 私は、やはり後期高齢者保険制度をめぐって、今、政府が進めようとしている様々な後期高

齢者の被保険者の負担増を、例えば給付についても３割負担が導入されたり、いわゆる現役並

み所得者については３割負担と。 

 一方で、保険料も上がる、そして窓口負担も増える、挙げ句の果てはＯＴＣ類似薬の排除だ

とかということで、保険制度そのものが非常に脆弱になっているというようなことを見ると、

やはり高齢者福祉の、これ以上の後退というのは、本当にやっぱり看過できないところにきて

いるのではないだろうかなというふうに思っています。 

 そういう中での、この会計そのものについての、私が賛否ということではないんですけれど

も、やはり後期高齢者医療の抱える問題点というのについては、やはり重要な着目と、それか

らその影響が本当にどういうふうに町民のあいだに出てくるのかということについては、ぜひ

ともしっかり目を見ていただいて、その対応を、必要な対応というのを図られることを希望し

ておきたいというふうに思います。 

 以上です。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 ほか、質疑のあられる方。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 
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 （「なし。」の声あり） 

 

 これから採決を行います。議案第76号 令和７年度佐々町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）は、原案のとおり可決することに異議ありませんか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 

 

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

― 日程第５ 議案第77号 令和７年度 佐々町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第２号）― 

 

議  長（川副 剛 君） 

 日程第５、議案第77号 令和７年度佐々町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第２号）を

議題とします。 

 執行の説明を求めます。 

 町長。 

 

町  長（濵野 亙 君）   

 

 （議案第77号 朗読） 

 

 ２ページ以降は、多世代包括支援センター長に説明をさせます。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 多世代包括支援センター長。 

 

多世代包括支援センター長（松尾 直美 君）   

 それでは、２ページをお願いいたします。 

 第１表歳入歳出予算補正。 

歳入。３款財産収入、補正額４万円、計８万5,000円。１項財産運用収入、補正額、計ともに

同額です。 

 歳入合計、補正額４万円、計1,258万4,000円です。 

 続きまして、歳出。１款総務費、補正額５万1,000円、計1,094万5,000円。１項施設管理費、

補正額、計ともに同額です。 

 ３款基金積立金、補正額４万円、計69万2,000円。１項基金積立金、補正額、計ともに同額で

す。 

 ４款予備費、補正額、減額５万1,000円、計44万9,000円。１項予備費、補正額、計ともに同

額です。 

歳出合計、補正額４万円。計1,258万4,000円です。 

 続きまして、３ページをお願いいたします。 

 歳入歳出補正予算事項別明細書、１、総括については割愛させていただきます。 

 続きまして、４ページをお願いいたします。 

 今回の補正予算は、４ページの歳入にあります３款財産収入、財政調整基金利子４万円の確

定に伴い、その分を、５ページをお願いいたします。歳出にあります３款の基金積立金に積み

立てますことと、歳出予算、１款１項１目一般管理費の人事院勧告に伴う報酬の増額補正とな
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っております。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑のあられる方。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 これから採決を行います。議案第77号 令和７年度佐々町国民健康保険診療所特別会計補正

予算（第２号）は、原案のとおり可決することに異議ありませんか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 

 

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

― 日程第６ 議案第78号 令和７年度 佐々町水道事業会計補正予算（第２号）― 

 

議  長（川副 剛 君） 

 日程第６、議案第78号 令和７年度佐々町水道事業会計補正予算（第２号）を議題とします。 

 執行の説明を求めます。 

 町長。 

 

町  長（濵野 亙 君）   

 

 （議案第78号 朗読） 

 

 ３ページ以降は、水道課長をもって説明をさせます。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 水道課長。 

 

水道課長（安達 伸男 君）   

 それでは、４ページを御覧ください。 

 まず、４ページの収益的収入及び支出の支出の部でございます。 

 １款１項２目の配水及び給水費の中の委託料でございますが、こちらは業務完了により減額

をさせていただいております。 

 その次、修繕費ですけれども、210万円の増額を計上させていただいております。こちらにつ

きましては、現計予算で880万円を計上しておりますが、今年度、その修繕等、ちょっと大きめ

の修繕が幾つか発生いたしまして、既に725万7,000円を執行しておりまして、残額が154万
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3,000円ということになっております。 

 今後の給水管、配水管等の修繕に、毎年度の傾向としまして300万円から三百五、六十万円を

ちょっと確保しておきたいということで、210万円の増額補正をさせていただいております。 

 それから、次の４目総係費につきましては、給料から法定福利費までにつきましては、人事

院勧告による補正、それから職員の住居の移動に伴う補正をさせていただいております。 

 そして通信運搬費、こちらにつきましては、庁舎の電気料のうち、上水道の負担分を減額を

させていただいております。 

 それから、次の６ページですけれども、こちらは資本的収入及び支出の支出の部でございま

す。 

 １款１項１目の車両購入費ですけれども、こちらは入札執行により額が確定したことにより

まして、減額をさせていただいております。 

 戻っていただきまして、すみません、３ページですけれども、これらの補正によりまして、

消費税のほうの還付金が７万6,000円増額ということになりますので、その分の補正をさせて

いただいているところでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 これから採決を行います。議案第78号 令和７年度佐々町水道事業会計補正予算（第２号）は、

原案のとおり可決することに異議ありませんか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 

 

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

― 日程第７ 議案第79号 令和７年度 佐々町公共下水道事業会計補正予算（第３号）― 

 

議  長（川副 剛 君） 

 日程第７、議案第79号 令和７年度佐々町公共下水道事業会計補正予算（第３号）を議題とし

ます。 

 執行の説明を求めます。 

 町長。 

 

町  長（濵野 亙 君）   

 

 （議案第79号 朗読） 
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 次のページ以降、水道課長をもって説明をさせます。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 水道課長。 

 

水道課長（安達 伸男 君）   

 それでは、５ページを御覧ください。 

 １款１項３目の雨水ポンプ場費、それから４目の汚水処理場費、こちら、それぞれ委託料を

４業務、減額をさせていただいておりますが、これにつきましては、入札執行により額が確定

したことによりまして、減額をそれぞれさせていただいております。 

 それから、６目の総係費、給料から法定福利費につきましては、人事院勧告によるもの。 

 それから、通信運搬費につきましては、庁舎の電話料の下水道の負担分ということで減額を

させていただいております。 

 それから次のページ、６ページを御覧ください。 

 資本的収入及び支出の、まず支出の分でございます。 

 １款１項２目汚水ポンプ場建設改良費の工事請負費ですけれども、こちらは工事完了による

減をさせていただいております。 

 それから、５目の汚水処理場建設改良費、工具器具及び備品購入費でございますけれども、

こちらは、処理場の最終的に処理水を放流することになるんですけれども、その放流水の処理

水そのものの溶存酸素を測る溶存酸素計が故障をしておりまして、こちら、修繕もできないと

いう状況になっておりますので、新たに購入をするということで、13万7,000円を増額補正させ

ていただいております。 

 これに伴いまして、収入のほうでは工事請負費の減に伴いまして、企業債を減額をさせてい

ただいております。 

 そして、戻っていただきまして４ページになりますけれども、収益的収入及び支出の収入に

なります。 

 歳出のほうの補正に伴いまして、一般会計からの補助金、雨水分と汚水分、それぞれを減額。 

 それから、消費税の還付金についても、汚水分、雨水分、それぞれを減額補正をさせていた

だいているところです。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 しばらく休憩します。 

 

 （11時00分  休憩） 

 （11時00分  再開） 

 

議  長（川副 剛 君）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 町長。 

 

町  長（濵野 亙 君）   

 議案書の文字の誤りがありまして、大変申し訳ございません。 

 ３ページの第４条の予算第６条に定めた起債の限度額を次のとおり補正するというところ

で、補正前の起債の方法というところで、「普通賃借」ということになっておりますけれども、
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「普通貸借」の誤りということで、誠に申し訳ございません。訂正をお願いしたいと思います。 

「普通貸借又は証券発行」ということになります。どうぞよろしくお願いを申し上げます。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 あともって差し替えでよろしいですか。各議員、よろしいでしょうか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 

 

 では、説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 これから採決を行います。議案第79号 令和７年度佐々町公共下水道事業会計補正予算（第３

号）は、原案のとおり可決することに異議ありませんか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 

 

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

― 日程第８ 発議第10号 議員の派遣について― 

 

議  長（川副 剛 君） 

 日程第８、発議第10号 議員の派遣についてを議題とします。 

 事務局長に朗読させます。 

 議会事務局長。 

 

議会事務局長（荒木 洋介 君）   

 

 （発議第10号 朗読） 

 

以上でございます。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 お諮りします。発議第10号 議員の派遣については、原案のとおり派遣することに異議ありま

せんか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 

 

 異議なしと認めます。したがって、本案は原案のとおり派遣することに決定しました。 
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 しばらく休憩します。 

 

 （11時03分  休憩） 

 （11時49分  再開） 

 

― 日程第９ 請願第１号 物価上昇に見合う老齢基礎年金等の支給額の改善についての請願― 

 

議  長（川副 剛 君）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 日程第９、請願第１号 物価上昇に見合う老齢基礎年金等の支給額の改善についての請願を

議題とします。 

 請願は、お手元に配付しました請願文書表のとおり、議会運営委員会に付託しましたので報

告いたします。 

 お諮りします。ただ今、議会運営委員会に付託しました請願第１号については、閉会中の委

員会継続審査とすることに異議ありませんか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 

 

 異議なしと認めます。よって、ただ今、議会運営委員会に付託いたしました請願第１号につ

いては、閉会中の委員会継続審査とすることに決定しました。 

 

― 日程第10 閉会中の委員会継続調査 ― 

 

議  長（川副 剛 君） 

 日程第10、閉会中の委員会継続調査に入ります。 

 閉会中の委員会継続調査について、会議規則第75条の規定により、各委員長からお手元に配

付しています案件について調査の申出があっております。 

 お諮りします。委員長の申出のとおり、閉会中の委員会継続調査を行うことに異議ありませ

んか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 

 

 異議なしと認めます。よって、別紙、委員長申出のとおり、閉会中の委員会継続調査を行う

ことに決定されました。 

 

― 閉会 ― 

 

議  長（川副 剛 君） 

 以上で、令和７年12月本定例会に付された案件は全て終了しました。 

 閉会にあたり、町長の挨拶をお受けいたします。 

 町長。 

 

町  長（濵野 亙 君）   

 12月17日から本日までの３日間、大変お疲れ様でございました。 

 町議会第４回定例会に臨みまして、今回、議案の差し替えをお願いし、また、発言の訂正等
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をさせていただきましたが、案件につきましては、全ての議案について可決いただき誠にあり

がとうございます。 

 今回の定例会での一般質問により、いろいろと提案していただいた内容につきましては、研

究、検討してまいりますので、今後とも町政の推進のため、御理解と御協力をお願いを申し上

げます。 

 師走もあと残すところ13日で、これから寒さが増してきますので、お体には十分気をつけら

れ、御家族様おそろいで健やかな新年を迎えられますよう御祈念申し上げ、簡単ですけども閉

会の挨拶といたします。大変お疲れ様でした。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 令和７年12月定例会閉会にあたりまして、私のほうから一言お礼申し上げます。 

 12月17日から19日まで、３日間にわたり開催されました12月定例会は、補正予算、条例等慎

重に審議され、全て可決されました。 

 また、一般質問において６名の様々な観点からの意見、町政をただすなど、活発な議論が行

われ、誠に意義のある議会となりました。改めて感謝申し上げます。 

 令和７年を振り返りますと、新庁舎の供用開始、16年ぶりの新町長、議会では、これも16年

ぶりの女性議員の誕生と、佐々町は大きく変わった年であったと感じております。 

 特に、３月に供用開始になりました、佐々・佐世保中央間４車線化は、朝夕の渋滞が緩和さ

れ、住みやすい佐々町に大きく寄与するものとなりました。これもひとえに国土交通省、財務

省に要望活動を続けてこられた歴代の首長と、先輩議員、地元選出の国会議員の方々の成果だ

と思っております。 

 私ごとではありますが、皆さんの御推挙賜り、議長に就任いたしました。本町で初の父に継

ぐ親子２代の議長であります。身の引き締まる思いであります。 

 父は、佐々町の議員として矜持を持っておりました。私も、それを引き継いでいきたいと思

っているところであります。 

 結びになりますが、皆様の御協力によりこの１年が無事に終了することに、心より感謝申し

上げ、来る来年、令和８年はうま年ということで、飛躍の年になりますように、皆様の御健勝

と御多幸を祈念して、簡単ではございますが閉会の挨拶とさせていただきます。 

 以上で、令和７年12月第４回佐々町議会定例会を閉会いたします。 

お疲れ様でした。 

 

 

 （11時54分  閉会） 

 

 


